




 

わが国では,クレチン症スクリーニングが濾紙血中TSH測定により実施されているが T4測

定によるスクリーニングの優位性を唱えている研究者が存在している。従って,この両方法

の詳細な比較が重要である。我々は千葉大小児科中島教授,猪股博士,千葉県予防衛生協会

の協力により,千葉県下の出生児に関し,濾紙血中の TSH,T4 の両者の測定を続け,昭和 53

年 5 月より昭和 58年 1 月迄の間に 228,178 名の新生児の分析を行った。この中61,018 名

については T4 は我々が分析,TSH は東邦大第一内科入江教授,坂井氏らにより測定された。 

 TSHについては,第一RI,栄研ICL,コ一二ングメディカル社の市販のRIA測定キットを用

い,T4 に関してはマイクロメディック杜のコンセプト 4 用 RIA キットを用いた。スクリー

ニングの基準は,TSHが上値3%に入ったものを再検査を行い,その結果が10μU/ml以上のも

のは再採血を要求し,再採血検体が 15μU/ml 以上のものは千葉大小児科に紹介した。初回

検体で 50μU/ml 以上のものは再採血を省略し,直接千葉大小児科に紹介した。T4は各回の

－2S.D.以下のものを再検査し,－2.6S,D.以下の場合千葉大小児科に紹介した。57 年度の

再採血依頼は,TSH 131 名(0,28%),T4 208 名(0.43%)で精査依頼が TSH 5 名,T4 が 44名であ

った。 


